
①「交付申請書」の記入例 

第 1 号様式 

                          

 

      男女共同参画市民企画支援事業補助金交付申請書 

                           年   月   日 

( あて先 )  

松戸市長 

                  住  所   松戸市本町 14-10   

              申請者  団体名   ○○の会     

                  代表者氏名  代表 松戸太郎  

 

男女共同参画市民企画支援事業補助金の交付を受けたいので、松戸市補助

金等交付規則第３条の規定により下記のとおり申請します。 

 

 

                記 

 

 

 1  事業名      ○○○○講座 

2  交付申請額    ２５，３８０円   

 3  添付書類 

   （１）男女共同参画市民企画支援事業計画書 

   （２）内訳書 

 

団体の住所 、 名称 、

肩書 き 、 代表者名 を

記入 し て く だ さい 。  

提出日を記入 し て く ださい 。  



第１号様式  添付書類（１）-１ 

 
 男女共同参画市民企画支援事業計画書 

 

                               ○○年 ○月○○日 

 

１ 申請者の概要 
 

団体名 
 ●●の会 

代表者氏名 
連絡先 

氏名 代表 松戸太郎 

住所 〒271‐0091 松戸市本町14-10    TEL 047-364-8778   

メールアドレス  mcsankaku@city.matsudo.chiba.jp 

 

 

会員数 
総数 （  10  ）人 

うち 市内在住･在勤・在学（ 5 ）人、市外（ 5 ）人   

 

  
活動目的 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○を目的とする。 

 

活動実績 

 ○○○○○○○を○○○○○○○○にて実施。 

 ○○・・・ 

○○・・・ 

 ○○・・・ 

○○・・・ 

 ○○・・・ 

○○・・・ 

 

 

提出日を記入してください。 

団体の名称、肩書き、代表者名を

記入してください。 

これまでの活動実績を記入してください。 



第１号様式  添付書類（１）-２ 
 

 

 

２ 事業の概要 
 

事業名   ○○○○講座 

実施予定日時 
第１希望：  ○○年○○月○○日（○ 曜日）○○時○○分～○○時○○分 
第２希望：  ○○年○○月○○日（○ 曜日）○○時○○分～○○時○○分 

場 所  ゆうまつど（ホール・研修室・多目的室・こどもの部屋）、その他（    ） 

事業内容 

 

 

 

 

 

事業の対象者 
 一般市民 

 

応募理由 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○ 

 

 
 

 

募集定員 ３０人程度 

参加費 有（  円 ）  ・   無 

応募理由について、わかりやすく記載してください。 

男女共同参画に関するどのような課題の解決につながっていくの

かが、わかるように事業内容を記載してください。 
男女共同参画に関するどのような課題の解決につながっていくの

かがわかるように、事業内容を記載してください。 



第１号様式  添付書類（２） 

 
 内訳書 

 
                            ○○年 ○月○○日 

 

 

 項目 申請額 積算内訳 

補
助
金
の
交
付
対
象
経
費 

（１）講師謝礼 

      

１６，０００円 

 

講師謝礼  １６，０００円×  １人 

 

 

 

 

 

 

 

（２）消耗品費・通信費・

使用料       

５，０００円 

 

       

チラシ用紙代 １，０００円 

印刷代 １，０００円 

材料費 １，０００円 

通信費 １，０００円 

食糧費 １，０００円 

 

 

（３）子どもの預かりに

係る保育者謝礼 

      

７，２００円 

 

 保育者謝礼１，８００円× ２時間×２人 

 

対象経費の合計額 

      

２８，２００円 

 

  

 交付申請額 ２５，３８０円 
 ※「対象経費の合計額」の９割の額を記入 

（小数点以下は切り捨て） 

 

 

提出日を記入してください。 

対象とならない経費（例） 

・団体の構成員が講師を務める

場合の講師謝礼 
・講師の交通費・宿泊代 

※申請金額を超えて実際に費用がかかった場合でも、 

「申請金額」が請求できる上限額となります。 

講師謝礼の上限額： 

１6，０００円（大学教授相当の有識者） 

１4，０００円（大学准教授相当の有識者） 

8，０００円（大学助教、講師相当の有識者） 

消耗品費等の上限額： 

５，０００円 

交付申請額： 

28,200円 × 0.9 ＝25,380 
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